
　
４
月
６
日
（
水
）
、
転
入
生
２
名
と
転

入
職
員
５
名
を
迎
え
、
令
和
４
年
度
が
始

動
し
ま
し
た
。
翌
７
日
（
木
）
に
は
、
入

学
式
を
挙
行
し
、
小
学
校
の
新
入
生
５
名
、

中
学
校
の
新
入
生
５
名
を
迎
え
ま
し
た
。

グラウンドの八重桜　
春
の
暖
か
な
日
差
し
の

下
、
令
和
４
年
度
の
入
学
式

を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

の
た
め
、
卒
業
式
に
引
き
続

き
、
ご
来
賓
の
皆
様
の
参
列

を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
９
時
30
分
、
少
し
だ
け
緊

張
し
た
面
持
ち
で
、
10
名
の

新
入
生
が
入
場
し
ま
し
た
。

開
式
の
言
葉
に
続
い
て
、
国

家
・
市
歌
斉
唱
。
新
入
生
呼

名
で
は
、
学
級
担
任
の
山
下

先
生
、
園
山
先
生
の
呼
名
に

合
わ
せ
て
、
「
は
い
！
」
と

大
き
な
返
事
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
の
花
谷

様
か
ら
は
、
「
楽

し
い
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
。
親
を

大
切
に
し
よ
う
。
自
分
自
身

も
大
事
に
し
て
、
輝
く
自
分

を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
」
と
、

お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
続
い
て
小
学
校
新

入
生
の
誓
い
で
は
、
一
人
ず

つ
頑
張
り
た
い
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。
ま
た
中
学
校
新

入
生
誓
い
で
は
、
伊
織
さ
ん

が
登
壇
し
「
部
活
動
も
学
習

も
頑
張
る
。
前
向
き
に
挑
戦

す
る
こ
と
を
誓
う
。
」
と
宣

言
し
ま
し
た
。
在
校
生
歓
迎

の
言
葉
で
は
、
子
母
心
さ
ん

が
「
小
中
で
行
う
行
事
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
し
っ
か
り
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
力
を
合
わ

せ
て
汗
を
流
し
、
玉
之
浦
小

中
学
校
を
創
っ
て
い
こ
う
。
」

と
歓
迎
の
気
持
ち
を
表
し
ま

し
た
。
最
後
に
校
歌
を
斉
唱

し
、
閉
式
の
言

葉
で
式
を
閉
じ

ま
し
た
。
そ
の

後
、
職
員
紹
介

と
記
念
撮
影
。
最
後
に
新
入

生
は
、
拍
手
に
見
送
ら
れ
て

退
場
し
、
教
室
に
戻
っ
て
最

初
の
学
活
を
行
い
ま
し
た
。

　
４
月
６
日
（
水
）
令
和
４

年
度
始
業
式
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
転

校
し
て
来
た
新
小
学
３
年
生

の
英
心
さ
ん
、
新
中
学
３
年

生
の
未
來
さ
ん
を
全
校
児
童

生
徒
に
紹
介
し
ま
し
た
。
引

き
続
い
て
行

わ
れ
た
着
任

式
で
は
、
５

名
の
転
入
職

員
（
裏
面
参

照
）
の
紹
介

と
挨
拶
が
あ

り
、
代
表
の

優
斗
さ
ん
が

歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
出

産
・
育
児
休
暇
か
ら
復
帰
し

た
橋
詰
先
生
に
も
挨
拶
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

英心さん・未來さん優斗さん

純
さ
ん

真
一
さ
ん

【
始
業
式
】
は
じ
め
に
新
小

学
６
年
生
の
純
さ
ん
と
、
新

中
学
３
年
生
の
真
一
さ
ん

が
、
新
年
度
の
抱

負
を
発
表
し
て
く

れ
ま
し
た
。
純
さ

ん
は
「
文
字
を
丁

寧
に
書
く
。
誰
に
で
も
優
し

く
接
す
る
。
小
学
校
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
。
」
と
発
表
し

ま
し
た
。
真
一
さ
ん
は
「
伝

統
を
引
き
継
い
で
い
き
た

い
。
勉
強
に
力
を
入
れ
る
。

部
活
で
は
中
総
体
優
勝
を
め

ざ
す
。
行
事
を
リ
ー
ド
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
に
も
な
る
。
」

と
発
表
し
ま
し
た
。
新
小
学

６
年
生
、
新
中
学
３
年
生
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
私
か
ら
は
、
ス

テ
ー
ジ
に
飾
ら
れ
た
屏
風
に

描
か
れ
て
い
る
大
瀬
崎
・
玉

之
浦
椿
・
校
訓
を
示
し
な
が

ら
、「
故
郷
を
大
切
に
思
い
、

自
分
た
ち
の
玉
之
浦
小
中
学

校
を
創
っ
て
い
こ
う
。
学
校

教
育
目
標
『
汗
を
流
し
て
、

未
来
を
拓
く
』
を
み
ん
な
の

合
い
言
葉
に
し
て
、
自
分
の

た
め
、
人
の
た
め
に
考
え
、

汗
を
流
し
て
い
く
こ
と
が
、

未
来
を
拓
く
力
に
な
る
こ
と

を
信
じ
よ
う
。
」
ま
た
、
「
入

学
式
の
準
備
と
本
番
で
、
歓

迎
の
気
持
ち
を
表
現
し
よ

う
。
」
と
伝
え
ま
し
た
。

〇
小
学
校
新
入
生
へ
…
君
た
ち
の
入
学
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
小
学
校
は
、
楽
し

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
待
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
登
校
し
て
く
だ
さ
い
。
い
っ
ぱ
い
体
を
動
か
し
て
、

い
っ
ぱ
い
勉
強
し
て
、
元
気
な
強
い
子
ど
も
に
な
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

〇
中
学
校
新
入
生
へ
…
中
学
校
で
、
大
人
に
な
る
た
め
の

準
備
を
進
め
て
い
こ
う
。
「
学
力
」
と
「
社
会
性
」
と
い

う
２
つ
の
力
を
更
に
伸
ば
し
て
い
こ
う
。

玉小中オリジナル屏風を背に、１０名の新入生たち

伊織さん

子母心さん

花谷様

　
２
日
前
か
ら
式
場
設
営
に

協
力
し
て
く
れ
た
中
学
生
。

清
掃
や
、
教
室
・
廊
下
に
心

づ
く
し
の
飾
り
付
け
を
行
っ

た
小
中
学
生
。
み
ん
な
で
新

入
生
の
晴
れ
舞
台
を
準
備

し
、
入
学
式
の
中
で
も
、
歓

迎
の
気
持
ち
を
精
一
杯
表
現

し
て
い
ま
し
た
。
誰
か
の
た

め
に
、
汗
を
流
す
こ
と
を
い

と
わ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。



★
印
は
、
今
年
度
着
任
し

た
職
員
で
す
。

小
１
・
２
担
任
　
山
下
紘
惣
★

小
１
の
３
担
任
　
入
江
和
代

小
３
・
４
担
任
　
都
々
木
舞
乃
★

小
５
・
６
担
任
　
青
山
哲
也

小
６
の
２
担
任
　
橋
詰
な
な
子

小
学
校
教
頭
　
　
髙
洲
雄
一
郎
★

中
１
担
任
　
　
　
園
山
雅
健
（
数
、
バ
ド
）
★

　
　
副
　
　
　
　
山
上
京
子
（
国
、
バ
ド
）

中
２
担
任
　
　
　
東
本
拓
海
（
英
、
テ
ニ
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
※
小
４
、
小
６
の
外
国
語
も
担
当

　
　
副
　
　
　
　
山
田
達
信
（
社
、
テ
ニ
ス
）

　
　
副
　
　
　
　
土
井
美
和
子
（
理
、
テ
ニ
ス
）
★

中
３
担
任
　
　
　
山
上
美
穂
（
音
・
美
、
バ
ド
）

　
　
副
　
　
　
　
野
原
啓
太
（
保
体
・
技
、
バ
ド
）

中
学
校
教
頭
　
　
岩
永
東
一
郎
（
数
）

養
護
教
諭
　
　
　
鹿
山
瑠
璃
（
学
校
保
健
全
般
）

事
務
職
員
　
　
　
勝
間
拓
海
（
学
校
事
務
全
般
）

校
務
員
　
　
　
　
吉
田
善
嗣
（
学
校
環
境
づ
く
り
）

複
式
支
援
　
　
　
神
﨑
陽
子
（
小
学
校
授
業
支
援
）
★

兼
務
　
　
　
　
　
鍋
内
千
惠
子
（
家
・
富
江
中
か
ら
）
★

校
長
　
　
　
　
　
西
村
　
隆
（
何
で
も
や
り
ま
す
…
）

　
他
に
も
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ヅ
ハ
ン
先
生
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
池
田
聡
子
先
生
が
定
期
的
に
来
校
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
私
が
担
当
し

て
、
子
ど
も
た
ち
や
学
校
の

様
子
（
取
組
や
行
事
な
ど
）

を
、
で
き
る
だ
け
タ
イ
ム
リ

ー
に
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
ご
家
庭
で
の
、
親

子
の
会
話
の
話
題
と
し
て
お

役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、
月
行
事
・
給
食
メ
ニ

ュ
ー
・
学
校
だ
よ
り
・
ご
家

庭
へ
の
連
絡
等

も

発

信

し

ま

す
。
上
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
く
と
、
簡
単

に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
在
、
仮
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
中
で
す
。
週
３
回
以
上
の

更
新
を
目
標
に
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

●
新
年
度
を
迎
え
て
も
、
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
る
こ
と
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の

健
康
・
安
全
を
最
優
先
に
考

え
な
が
ら
、
学
び
を
止
め
な

い
努
力
を
し
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
学
校
だ
よ
り
「
灯
」
に
つ

い
て
…
灯
は
自
ら
光
る
こ
と

で
自
身
の
存
在
を
主
張
し
、

そ
の
光
で
周
囲
も
照
ら
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
い
ろ
い

ろ
な
色
で
光
る
存
在
と
し
て

成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
の
命
名
で
す
。
学
校
だ

よ
り
は
、
保
護
者
・
地
域
向

け
の
通
信
と
位
置
付
け
て
発

行
し
ま
す
。
今
年
度
も
、
回

覧
板
と
一
緒
に
地
域
の
皆
様

に
も
お
届
け
し
ま
す
。

◆校訓「創造・親和・鍛錬」

◆学校教育目標

　昨年度、学校教育目標を変更

し、２年目を迎えます。年度末

に行ったアンケートでは、学校教育目標を覚え

ている・言えるとの回答が９１％。「汗を流す」

に設定した３つの姿については４点満点の　　

３．６点、「未来を拓く」に設定した３つの姿

については３．８点という結果でした。短い文

で覚えやすく、進む方向を共有する合い言葉と

して、一定の役割が果たせたものと評価してい

ます。令和４年度も引き続き「汗を流して、未

来を拓く」を、子どもたちと職員の合い言葉と

して、学校教育活動を進めて参ります。ひいて

は、校訓「創造・親和・鍛錬」に繋がっていく

ものと考えます。

◆めざす児童像

〇よく考え、進んで学ぶ児童【知】

〇いつも仲良く、思いやりのある児童【徳】

〇こころも体も粘り強い児童【体】

◆めざす生徒像

〇学ぶ喜びを感じる生徒【知】

〇互いに認め合う生徒【徳】

〇心身ともに健全な生徒【体】

◆めざす学校像

〇将来を見据え、知性を磨き合う学校【創造】

〇互いを認め合い、故郷を誇りに思う教育活動

　を行う学校【親和】

〇健康・体（耐）力を保持・増進する教育活動

　を行う学校【鍛錬】

◆身に付けさせたい資質能力

〇相手意識や目的意識を持ち、自分の考えを深

　め、適切に表現する力【思考・判断・表現】

〇友だちの考えや教師の説明を聞き、正しく理

　解する力と活用できる能力【知識・技能】

〇友だちの考えを受け入れ、自分の考えを高め

　ようとする意欲【学に向かう力・人間性】

◆教職員の指導の基本姿勢

〇一人ひとり、みんな違う…独立した人格を尊

　重する。

〇自分は大人だと驕（おごる）ことなく、たか

　が子どもと侮（あなど）ることなく、この子

　のためにと怯（ひる）むことなく。

〇時々立ち止まり、「無知の知」のフィルタを

　通し、内省する謙虚さを持つ。内省すること

　で新しい一歩を踏み出すことができる。

（骨子）


